
質問書様式 別紙

件名

番号 質問分類（選択） 質問対象（選択） 質問箇所 質　問　事　項 回答（発注者使用欄）

1 質問書B(見積対象項目に関する質問) 質問書Dのうち見積対象項目の見積条
件に関する質問

2-4-1 コンクリート外観調査
コンクリート外観調査の対象範囲は、2-4-1にある表に
示される対象橋梁の令和８年３月時点の損傷規模にある
面積を打音調査するものと考えてよろしいでしょうか。

その通りお考え下さい。

2 質問書B(見積対象項目に関する質問) 質問書Dのうち見積対象項目の見積条
件に関する質問

2-7 施工計画検討

施工計画検討に使用する橋梁平面図・側面図等は「1-5
資料の貸与」に示される橋梁完成図を使用するものと考
えてよろしいでしょうか。
また、TIFFデータをCAD図面とする必要はありますか。

貸与資料の橋梁完成図を使用することを想定しております。なお、
納品するデータはCAD図面としてください。

3 質問書B(見積対象項目に関する質問) 質問書Dのうち見積対象項目の見積条
件に関する質問

2-7 施工計画検討

施工計画検討は「対象損傷部材の補修に必要な機械器
具、足場防護工、養生設備、進入路計画等の施工計画」
の図面作成を行うものとし、工事目的物(工事契約に必
要な単価項目)及び交通規制図等の図面作成は含まれな
いものと考えてよろしいでしょうか。

施工計画検討は、特記仕様書２－７に記載のとおりとし、工事目的
物（工事契約に必要な単価項目）及び交通規制図の図面作成は含ま
れません。

4 質問書B(見積対象項目に関する質問) 質問書Dのうち見積対象項目の見積条
件に関する質問 特記仕様書　P7　2-4-1コンクリート外観

調査
対象橋梁のコンクリート外観調査は、具体的にどの部材
位置を想定していますでしょうか。

閲覧資料に示す位置とお考え下さい。

5 質問書B(見積対象項目に関する質問) 質問書Dのうち見積対象項目の見積条
件に関する質問

特記仕様書　P8　塩分測定用試料採取

特記仕様書には試料採取に合わせて中性化深さ測定を行
うと記載がありますが、参考見積には試料採取と合わせ
て、中性化深さ測定の費用も見込んだ見積もりを提示す
るという解釈でよろしいでしょうか。

その通りお考え下さい。

6 質問書B(見積対象項目に関する質問) 質問書Dのうち見積対象項目の見積条
件に関する質問

コンクリート詳細調査　コンクリート外観
調査

見積り対象となっているコンクリート外観調査の単位が
「橋」、数量7に関しまして、当該項目に関する特記仕
様書の文章「対象損傷部材における」との書き出しか
ら、各橋の全範囲を調査するものではないと理解してお
りますが、各橋の損傷規模は、最小で25m2・最大で
775m2と、大小様々な範囲となっております。

想定調査範囲が30倍程度異なりますので、1橋毎に調査
に必要な費用は大きく変わってきますが、各橋のお見積
りではなく、全箇所の調査にかかる費用を7橋で割り戻
し、1橋あたりの平均単価とした形で見積り提示を行う
必要がありますでしょうか。

受注者側としては、橋単位での単価としてしまうと、も
し、実際の調査範囲が膨大となってしまった場合におい
て、設計変更等に考慮して頂けない単価と検測数量にな
るのではと危惧しております。

単価は1橋あたりの平均単価として見積提示をお願いします。
調査範囲が変更となる場合は、監督員と別途協議するものとお考え
下さい。

7 質問書B(見積対象項目に関する質問) 質問書Dのうち見積対象項目の見積条
件に関する質問

特記仕様書P8～9「2-6-1伸縮装置取替」
特記仕様書P9「2-7施工計画検討」

「2-7施工計画検討」の対象橋梁として上げられている
橋梁のうち、「2-6-1伸縮装置取替」で取り扱わない橋
梁（赤松沢橋・錦内跨線橋、中野IC橋、若宮橋）につい
ては、既往の設計成果を貸与いただき施工計画を行うと
理解してよろしいでしょうか。

２－６－１「伸縮装置取替」対象でない橋梁については、１－５
「貸与資料」に記載の「（仮称）塩分量調査業務」設計報告書及び
２－８「工事発注用図面作成」の結果に基づき、検討を行うものと
なります。

長野管理事務所管内　橋梁補修調査検討
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長野管理事務所管内　橋梁補修調査検討

8 質問書B(見積対象項目に関する質問) 質問書Dのうち見積対象項目の見積条
件に関する質問

特記仕様書P8～9「2-6-1伸縮装置取替」
特記仕様書P9「2-7施工計画検討」

斑尾川橋につきまして、「2-6-1伸縮装置取替」では上
り線・下り線の二箇所が対象箇所となっております。一
方、「2-7施工計画検討」では上下線の区別がございま
せん。「2-7施工計画検討」では上下線のどちらか一方
を対象とみなすという理解でよろしいでしょうか。

施工計画検討の対象橋梁は、（上）（下）と記載のあるものは上下
線別々での施工計画の立案を行うものであり、記載のないものは上
下線一体での施工計画の立案を行うものとお考え下さい。


